


容量には実質的な上限が存在しました。この問題を解

決する方法として、充填剤表面にリガンドを有するポ

リマーをグラフトし、試料を充填剤表面に多層的に保

持させる手法が提案されています。しかしこの手法で

は充填剤表面のグラフトポリマー鎖が送液抵抗を発生

させるため、充填剤機械的強度の制約から充填剤を小
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